
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

龍
雲
寺  

花
園
会
報

監
修
／
細
川 

晋
輔
　
編
集
／
細
川 

要
子

二
〇
二
三
年  

正
月
号

臨
済
宗
妙
心
寺 

派

〒
一
五
四
ー
〇
〇
〇
三 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
ー
三
四
二
一
ー
〇
二
三
八

東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
三
ー
三
八
ー
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
ー
三
四
一
八
ー
九
八
六
三

野沢龍雲寺 検索

◯
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
す
か
？
新
し
い
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
や

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
気
を
付
け
て
生
活
し
ま
し
ょ
う

○
令
和
４
年
は
東
京
国
立
博
物
館
創
立
百
五
十
年

で
記
念
特
別
展
の
国
宝
展
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。

創
立
百
年
の
琳
派
展
の
時
に
私
は
女
子
美
の
学
生
で

し
た
。
美
術
史
の
教
授
が
博
物
館
の
絵
画
室
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
夏
休
み
の
殆
ど
を
朝
か
ら
夕
方

ま
で
博
物
館
で
コ
ピ
ー
や
先
生
方
の
お
茶
出
し
等
の

お
手
伝
い
を
頼
ま
れ
、
お
昼
を
博
物
館
の
食
堂
で
、

ご
馳
走
し
て
頂
く
だ
け
の
無
給
ア
ル
バ
イ
ト
で
し
た

が
琳
派
の
作
品
が
大
好
き
な
私
に
と
っ
て
は
楽
し
か

っ
た
で
す
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
ご
招
待
さ
れ
幸

せ
で
し
た
○
二
月
十
五
日
の
涅
槃
会
を
皆
様
が
一
人

で
も
多
く
参
加
出
来
る
様
に
二
月
十
八
日
土
曜
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
御
詠
歌
の
方
々
も
、
そ
の
日
の
為

に
御
詠
歌
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
お
越
し
下
さ
い
○
巡
拝
で
気
が
付
い
て

皆
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
る
事
に
階
段
を
登
る
時
に

上
を
見
ず
、
階
段
の
数
を
数
え
な
い
で
、
一
、
二
、

三
、
一
、
二
、
三
と
数
え
て
上
が
る
と
、
い
つ
の
ま

に
か
上
り
き
り
ま
す
。
お
試
し
下
さ
い
○
お
寺
の
山

門
前
と
境
内
の
小
さ
め
の
敷
石
は
路
面
電
車
が
廃
線

さ
れ
る
時
に
、
線
路
の
敷
石
を
譲
り
受
け
た
そ
う
で

す
。
路
面
電
車
と
聞
く
と
懐
か
し
い
で
す
ね
○
先
日
、

上
野
の
寛
永
寺
様
を
特
別
拝
観
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
一
人
で
は
勿
体
な
か
っ
た
の
で
皆
様
を
日
帰
り
ツ

ア
ー
で
お
連
れ
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
お
楽
し

み
に
！
○
大
般
若
会
で
、
皆
様
と
お
目
に
か
か
れ
る

の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。
お
元
気
で
。
要
子

編
集
後
記

　
　
ご
　
　
挨
　
　
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
職 

　
細
　
川
　
晋
　
輔

　
新
し
い
年
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
お
迎
え

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
年
の
正
月
は
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
感
慨
深

い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
昨
年
、
妙
心
寺
修
行
道
場
の
師
匠

で
あ
る
雪
丸
令
敏
老
大
師
が
遷
化
さ
れ
、
毎
年
当
た
り
前
の
よ
う
に
お

こ
な
っ
て
き
た
、
正
月
の
ご
挨
拶
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。

　「
遷
化
【
せ
ん
げ
】」
と
は
僧
侶
が
亡
く
な
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
天

皇
陛
下
で
す
と
「
崩
御
」、
一
般
の
方
で
す
と
「
逝
去
」
と
言
う
よ
う
に
、

僧
侶
は
「
教
化
【
き
ょ
う
け
】
の
場
を
遷
す
」
と
い
う
意
味
か
ら
「
遷

化
す
る
」と
言
い
ま
す
。
私
に
は
、こ
の「
遷
化
」と
い
う
言
葉
に
出
会
う
と
、

必
ず
思
い
出
す
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
祖
父
で
あ
る
故
松
原
泰

道
師
の
遺
言
で
す
。

　「
私
が
死
ぬ
今
日
の
日
は
　
私
が
彼
土
【
ひ
ど
】
で
す
る
説
法
の
第
一

日
で
す
」

　「
彼
土
」
と
い
う
の
は
あ
の
世
の
こ
と
。
私
が
死
ぬ
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
は
、

あ
の
世
で
説
法
を
す
る
ち
ょ
う
ど
第
一
日
だ
と
い
う
の
で
す
。
祖
父
の
葬
儀

の
時
に
、
こ
の
言
葉
は
綺
麗
に
色
紙
に
書
き
記
さ
れ
、
棺
の
上
に
飾
っ
て
あ

り
ま
し
た
。
死
を
迎
え
て
あ
の
世
へ
旅
立
っ
て
も
説
法
を
す
る
と
い
う
こ
の

言
葉
に
は
、
祖
父
の
と
て
も
大
き
な
誓
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

　
亡
く
な
っ
た
方
と
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
必
ず
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
大
事
な
方
が
亡
く
な
っ
て
、
初
め
て
理
解
で
き

る
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。
祖
父
の
誓
い
は
、
遺
さ
れ
た
私

た
ち
に
永
遠
の
目
標
に
向
か
っ
て
、
永
遠
に
努
力
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
先
に
遷
化
さ
れ
た
祖
父
や
雪
丸
老
師
と
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
実
は

ず
っ
と
前
か
ら
、
よ
り
そ
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。

そ
し
て
何
よ
り
願
い
と
誓
い
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
い
く
、
不
断
の
努
力

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
背
中
で
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　
ま
だ
ま
だ
予
断
を
ゆ
る
し
ま
せ
ん
が
、
お
寺
も
少
し
ず
つ
で
も
例
年

通
り
に
行
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
も
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

専
一
の
ほ
ど
、
祈
念
し
て
お
り
ま
す

12
月
31
日（
土
）
除
夜
の
鐘

1
月
7
日（
土
）
大
般
若
会

2
月
7
日（
火
）
開
山
忌
　
宿
忌

　
　
　
※
例
年
通
り
開
催
予
定

2
月
8
日（
水
）
開
山
忌
　
半
齋

　
　
　
　
　
　
（
寺
院
の
み
に
て
挙
行
）

3
月
21
日（
火
）
春
季
彼
岸
会

　
　
　
※
例
年
通
り
開
催
予
定
（
ご
接
待
除
く
）

6
月
中
旬
　
第
１
４
４
回
　
三
峰
榛
名
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
未
定

7
月
13
日（
木
）〜
15
日（
土
）
棚
経

7
月
17
日（
月
）
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
会

7
月
末
　
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
予
定
）

行
事
予
定

龍雲寺では毎月の「花園」の発送にとも
ない、年額1,000円の花園会費をいただ
いております。
お寺にお越しいただいた時などにおさ
めていただければ幸甚です。

城南信用金庫 駒沢支店
普通 601772

宗教法人 龍雲寺 宛
※こちらの口座は花園会費専用
   となっております。　　　　

花園会費のお願い

令
和
五
年
一
月
七
日
（
土
）
　
於
・
龍
雲
寺
本
堂

午
前
十
一
時
　
　
　
　
〜
御
詠
歌
奉
詠

午
前
十
一
時
三
十
分
　
〜
法
話

正
午
　
　
　
　
　
　
　
〜
法
要
　
後
〜
昼
食
会
（
中
止
）

※
お
申
し
込
み
不
要
、
会
費
無
料

大
般
若
会

　
大
般
若
会
と
は
？

　
唐
の
玄
奘
三
蔵
法
師
が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
か
え
り

四
カ
年
を
費
や
し
て
翻
訳
さ
れ
た
最
大
の
教
典
「
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
」
六
百
巻
を
転
読
、
祈
祷
す
る
法

要
で
す
。

　
仏
前
に
は
、
悪
心
を
取
り
除
く
働
き
の
あ
る
と
い

わ
れ
る
「
十
六
善
神
」
の
尊
像
を
掛
け
人
間
と
し
て

の
真
の
幸
福
と
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
法
要
で
、
中

国
で
は
長
い
歴
史
の
中
で
鎮
護
国
家
と
除
災
招
福
を

願
う
重
要
な
祈
祷
会
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
文
武
天
皇
の
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
に

行
わ
れ
た
記
録
が
「
続
日
本
紀
」
に
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
今
年
一
年
の
息
災
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
ょ
う
。



野
沢
龍
雲
寺  

　
　の
お
知
ら
せ

○
他
に
も
龍
雲
寺
で
は
囲
碁
の
会
・
茶
道
部
・

　獅
子
舞･

子
ど
も
会
・
か
っ
ぽ
れ
・
ヨ
ー
ガ

　等
が
あ
り
ま
す
。

　龍
雲
寺
で
は
Y
o
u
T
u
b
e
に
て
動
画
・
ラ

ジ
オ
を
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

　住
職
に
よ
る
禅
語
や
坐
禅
の
話
。
ま
た
兵
庫

県
の
須
磨
寺
・
小
池
陽
人
師
と
の
ラ
ジ
オ
も
続

い
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
「
般
若
心
経
」
を
学

ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
・
鈴
木
敏
夫
様
と
の
対
談

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
坐
禅
に
興
味
あ
る
方
も
、

ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
ま
せ
。

  

　
　

は
じ
め
て
の

　

 

般
若
心
経

第

１
回

「
素
直
に
な
る
っ
て
難
し
い
」

※
詳
細
は
野
沢
龍
雲
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

募 

集 

中

詳
し
く
は
龍
雲
寺
ま
で

◆
無
相
教
会
花
園
流
御
詠
歌
会
員
募
集

　お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

◆
早
朝
洗
心
坐
禅
会︵
要
予
約
︶

※
再
開
致
し
ま
し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
も
開
催
）

　毎
週
日
曜
日
（
7
時
〜
8
時
30
分
）

　朝
7
時
30
分
〜
8
時
30
分
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　会
費

　無
料

◆
写
経
会
︵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

︶

※
再
開
致
し
ま
し
た
（
要
予
約
）

　毎
月
第
2
土
曜
日

　2
時
〜
4
時

　（但
し
、2
月
は
第
3
土
曜
、7
月
、8
月
は
お
休
み
）

　納
経
料
は
一
巻
５
０
０
円（
龍
雲
寺
に
納
経
）

◆
龍
雲
寺
厚
木
墓
地
の
ご
案
内

　厚
木
市
・
聞
修
寺
墓
苑
内
に
龍
雲
寺
檀
徒
用
の

墓
地
を
造
成
し
ま
し
た
。
龍
雲
寺
檀
徒
と
し
て
お

付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

し
ば
ら
く
は
初
参
加
の
方
の
み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
予
約
制
と
し
ま
す

◆
龍
雲
寺
て
ら
こ
や
子
ど
も
論
語
塾

　全
国
各
地
で
定
例
講
座
を
さ
れ
て
い
る
安
岡
定
子

先
生
を
お
招
き
し
て
の
論
語
の
素
読
教
室
で
す
。

【
日

　時
】
毎
月
第
一
日
曜
日

※
3
月
・
8
月  

休
会

午
後
3
時
か
ら

【
参
加
費
】
大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も
無
料

　
　
　
　（
家
族
料
金
８
０
０
円
）

　申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
お
寺
ま
で

写
経
会
再
開
の
お
知
ら
せ

冬
の
境
内

除
夜
の
鐘

　写
経
会
を
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

ま
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　感
染
症
対
策
と
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
、
玄
関
で

の
検
温
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
会
場
が
密
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
は
じ
め
て
参
加
さ
れ
る
方
の
み
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
予
約
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
れ
よ
り
開
始
時
間
を
午
後
一
時
か
ら
二
時
へ

と
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
午
後
一
時
半
分

ま
で
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
堂
で
の
法
要
と
の
両
立
が
困
難
の
た
め
ご
了
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　い
た
だ
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幸
甚
で
す
。
終

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　了
時
間
は
今
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　で
通
り
午
後
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　時
と
な
っ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
ま
す
。
般
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　心
経
の
奉
読
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　午
後
二
時
半
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　予
定
し
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

龍 

雲 

寺

　こ
の
度
ご
縁
が
あ
り
春
秋
社

よ
り
新
著
『
禅
の
調
べ
』
を
上

梓
い
た
し
ま
し
た
。
巻
頭
に
は

円
覚
寺
・
横
田
南
嶺
管
長
猊
下

に
「
こ
の
本
を
読
む
と
、
白
隠

さ
ん
の
こ
と
が
好
き
に
な
る
。

坐
禅
和
讃
を
唱
え
た
く
な
る
。

そ
し
て
、
坐
禅
し
た
く
な
る
。」

と
い
う
身
に
に
余
る
推
薦
の
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　コ
ロ
ナ
禍
中
に
開
催
し
て

い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
坐
禅
会
で

取
り
組
ん
だ
『
坐
禅
和
讃
』

と
い
う
日
本
語
の
お
経
に
つ

い
て
の
内
容
に
な
り
ま
す
。

ご
笑
覧
賜
れ
ば
幸
甚
に
存
じ

上
げ
ま
す
。

　本
年
の
鐘
つ
き
は
整
理
券
を
配
布
し
、
人
数
を
三
百
人
と
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　整
理
券
の
配
布
は
午
後
十
一
時
十
五
分
か
ら
の
予
定
で
す
。
鐘
つ

き
の
開
始
、
整
理
券
の
配
布
時
間
等
、
状
況
に
よ
り
時
間
が
前
後
す

る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
予
定
人
数
と
な
り
ま
し
た
ら
、
鐘
つ
き
は

終
了
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　尚
、
本
堂
へ
の
お
参
り
は
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

新
著
の
お
知
ら
せ
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